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Study Plan7 決議 

今回が最後のスタディプランです。以下、決議について説明します。 

1. 決議(Resolution)とは 

決議とは、会議での決定事項を明記した文書です。決議に記載されたことは、国際社会の

指針として、世界中の国家に影響を与えます。確かに、今回の設定会議である国連総会の

決議は、勧告という意味しかありません。つまり、条約のように批准1した国が守る義務は

ありません。しかし、国連総会の決議は、加盟国間の合意として議題解決の指針になりま

す。 

また、自国と同じ立場だけでなく対立する国の支持を取り込むことで、決議の実効性は上

がります。なぜならば、決議に多くの支持が集まれば集まるほど、問題解決に向けて多く

の国が取り組むことが保証されていると言えるからです。 

基本的に、各国大使は決議に自国の政策、つまり「言いたいこと」が決議に載るように、

政策立案や他国との交渉を行います。 

決議は、以下のプロセスを踏むことで採択されます。 

 

 

 

 

2. 構成 

決議の構成は、主語、前文、主文の 3つです。主語は会議名が入ります。今回の会議であ

れば、国連総会(General Assembly)が主語です。 

2.1. 前文 

前文には、主文の理由を書きます。具体的には 

 国連憲章、過去の条約、宣言、国連決議 

 問題の所在とその問題の深刻さ、解決の重要性 

などが挙げられます。 

前に説明したとおり、国連総会の決議を各国が守る義務はありません。従って、問題へ

の解決策を提示する主文の裏付けや正当性を、異なる立場の国でも分かるように前文でし

                                                   
1 「条約に書いてあることを私の国家は守ります」という約束を国際社会に対してすることです。各国の議会での条約
の承認によることが多いです 

(設定されたスポンサー(Sponsor)とシグナトリー(Signatory)を集める)→決議案＝Draft 

Resolution(DR)の提出→(内容の修正)→修正案＝アメンドメントの提出→(投票で過半

数の賛成)→決議採択 
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っかりと説明する必要があります。 

2.2. 主文 

主文には、前文で提示した問題への解決策を書きます。具体的には 

 国際社会の意思の表明や指針の表明 

 関係国への要求、対策、行動 

などが挙げられます。 

繰り返しになりますが、あくまでも国連総会の決議は勧告としての意味しか持ちません。

決議に書かれたすべてのことが、作成者の意図した通りに完全に実行されるわけではあり

ません。意図した通りに実行されるには、政策の具体性や行動を要求する相手などを、過

去の決議などを参考にしつつよく考える必要があります。 

p.4・5に挙げた図 1は、実際の国連決議において前文と主文がどのように作成されている

のかを抜き出したものです。 

3. 用語解説 

ここでは、決議作成時に登場する模擬国連特有の用語について説明します。 

3.1 スポンサー(Sponsor,共同提出国ともいう) 

DR の提出する段階から DR の内容に賛成する国です。従って、その DRを作成した国が

入ることがほとんどです。 

投票時には必ず賛成しなければいけません。そのため、その DRに対して他国から説明を

求められた場合は説明できなければいけません。 

実際の会議では、スポンサーの数についての規則はありませんが。模擬国連会議において

は最低限必要なスポンサーの数を明記している場合がほとんどです。模擬国連で導入され

ている理由は、決議案の乱立を防ぐためです。 

また、スポンサーを追加する場合は、必ずその段階でスポンサーである国の同意が必要で

す。 

 

3.2 シグナトリー(Signatory,共同提出国ともいう) 

DR の内容が、議場で話し合われることに賛成する国です。投票時の賛成、反対は義務づ

けられません。ちなみに、スポンサーは実際の決議にも存在しますが、シグナトリーは存

在しません。 

3.3 アメンドメント(Amendment,修正案ともいう) 
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DR を提出した後に、その DR に修正を加えて再提出をすることができます。修正して提

出された DRをアメンドメントと呼びます。 

ポイントは、DR に修正を加える場合は、必ず修正を加える DR のスポンサー全てがその

修正に賛成する必要があることです。なぜならば、修正に対して修正前の DR のスポンサ

ーが賛成しないと、後述する非友好的修正案になります。そして非友好的修正案は採択さ

れたとしても、ほとんど決議としての意味を持たないからです。アメンドメントには以下

の 2種類があります。 

○友好的修正案(Friendly Amendment) 

基本的に、修正前の DRの内容に沿った修正案です。修正前の DRのすべてのスポンサー

が、修正に賛成しています。その確認をとるために、友好的修正案の提出後には修正前の

DRのスポンサーを議長が点呼して、修正に対して賛成しているかどうかの確認をとります。 

○非友好的修正案(Unfriendly Amendment) 

修正前の DR のスポンサーが 1 カ国でも修正に反対した2場合の修正案か、修正前の DR

のスポンサー以外の国によって、修正前の DR の内容に対して矛盾するような大幅な変更

が行われた修正案です。修正前のスポンサー以外の国が非友好的修正案を作成することは、

今大会では禁止します。従って、今大会では前者のケースのみを頭に入れて下さい。前述

のとおり、非友好的修正案は採択されたとしても決議としての意味がほぼゼロになります。 

3.4 コンバイン 

ある決議案をベースとして、別の決議案とくっつけることです。例えば、DR.1 と DR.2

という 2 つの DR があるとします。ここで、DR.1 をベースとして DR.1 と DR.2 をコンバ

インすると DR.1rev3.1という修正案が完成します。 

ポイントは、DR.1をベースとして DR.1と DR.2をコンバインしても、新しい DR.3がで

きるわけではなく、DR.1 の修正案として DR.1rev.1 ができることです。従って、DR.1 の

全てのスポンサーが修正に賛成しないとコンバインはできません。 

また、コンバインした後には、DR.1rev.1と DR.2という 2つの決議案が残ることになり

ます。よって、このまま投票行動に入ると DR.1rev.1と DR.2の 2本が採択にかけられるこ

とになります。コンバインが成功した場合、DR.2の内容は DR.1rev.1に含まれているので

2本とも採択されても DR.2にはあまり意味はありません。そのため、一般的にコンバイン

が成功した場合には、ベースではない DR(今回の場合であると DR.2)は撤回(withdraw4)し

ます。 

                                                   
2 修正前の DRのスポンサーが修正後の DRのスポンサーにいない場合も、いないスポンサーが修正に反

対したものとして認識され、自動的に非友好的修正案となります 
3 “rev”は”revised”の略称です。修正案につく略称です。例えば、DR.2が 2回修正された場合は DR.2rev.2

となります 
4 撤回に関しては、プロシージャーを説明した資料を参照して下さい 
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図 1.決議の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)文書や宣言の想起：関連する文書や決議の想起 

(b)規範・認識：大量破壊兵器の拡散が「国際の平和と安全の脅威」であることの再確

認 

(c)事実：北朝鮮(DPRK)による核実験に対する危惧の表明 

(a) 

） (b) 

 
 

） (c) 

） 
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(a)状況確認・意見表明 

核兵器の戦略的意義をなくす必要性の確認と不可逆的核軍縮の重要性の強調 

(b)要求・要請 

核兵器国に対する、弾頭及びその運搬システムの開発、製造の即時停止を要請 

 

(a) 

） 

(a) 

） 

(b) 

 
 

） 
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図 2.決議の形式 

MODEL UNITED NATIONS MA/ 

 

Ｇ Ｃ Ｊ General Assembly Distr.: Limited ヘッダー

19 March 2005 

Original: English 

Fifty-ninth session  

Agenda item: Question of Equitable Representation on and Increase in the membership 

of the Security Council and Related Matters 

見出し 

Sponsors: Costa Rica, Cuba, Pakistan, Paraguay, Syria, Lebanon, and Uruguay 

Signatories: Bulgaria, Czech Republic, Poland, Portugal, Rumania and Switzerland 

 

The General Assembly 主語 

 

Reaffirming equality of sovereign of all member states, 

 

Seeking the abolition of principle of consensus adoption of permanent member, 

 

Emphasizing the importance of fully respecting the decision made by General 前文 

Assembly, 

 

1. Urges the current permanent member to make special effort for 

consensus adoption; 

 

2. Requests the permanent members to explain the reasons of destruction 主文 

the consensus adoption; 

 

3. Requests the Security Council to limit the principle of consensus  

adoption of Permanent member to chapter 7 of the Charter of the United Nation. 

主語は斜体(タイプの場合)か下線（手書きの場合）を引きます。 

 

 

冒頭は分詞形で始め、斜体か下線を引きます。 

 

前文はコンマで区切ります。 

主文はセミコロンで区切ります。 

4スペース(Tabキー1回分)空けます。 

4スペース空けます。 

 

最後はピリオドで終わります。 
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資料 1.決議に用いられる動詞一覧 

A.前文 

①問題の存在と事実の提示 

弱 referring…言及する、触れる 

aware…～に気づいている 

conscious…意識している、自覚している 

bearing in mind=keeping in mind…心に留めておく、覚えている 

recalling…思い出す 

taking note…～に留意する、心に留めておく 

noting…～に注意する、注目する、気づく 

taking into consideration=taking into account…～を斟酌(しんしゃく)する、考慮する 

recognizing…～を認める、認可する、承認する 

believing…～だと信じている、思う 

confident…～を確信している 

convinced…～を確信している、納得している 

declaring…～だと断言する、言明する 

affirming…～だと断言する、確言する 

reaffirming…～と再び断言する、再び主張する 

強 emphasizing…～を強調する、力説する、重要視する 

 

②ある政策や行動に対する支持の表明、期待 

viewing its appreciation…正しく評価して見る 

expressing its appreciation…正しい評価を表明する 

expressing its satisfaction…満足を表明する 

noting its satisfaction…満足表示する、満足を特筆する 

approving…～に賛成する、是認する、承認する 

desiring…～を強く望む、～してほしいと願う 

 

③ある政策や行動に対する憂慮の表明 

noting with deep concern…～に深い憂慮を抱いて言及する 

concerned…心配している、気遣っている 

alarmed by…～に不安にさせられている、不安だ 

disturbed…心配する、当惑する 

noting with regret…遺憾に思いながら～に言及する 

regretting…～したことを残念に思う 

deploring…～を非難する、遺憾に思う 

 

④その他 

fulfilling…～を満たす、＜義務・約束などを＞満たす 

guided by…～に導かれて 

having considered…～を検討している、熟慮している 

having devoted attention to…～にとても注意を払っている 

having examined…～を調査している、審査している 

having received…～を受け取っている 

having studied…～を調査している、注視している、注意深く観察している 
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observing…～を観察している、～に気づいている 

seeking…～を探し求めている、要求する 

B.主文 

①問題解決に必要な事実の確認 

弱 draws attention to…～に注意を引く 

takes note…～に注目する 

notes…～に注意する、気づく 

reminds…～に気づかせる、思い起こさせる 

considers…～を検討する、熟慮する 

affirms…～だと断言する、確言する 

reaffirms…～だと再び断言する、再び確言する 

強 emphasizes…～を強調する、力説する、重要視する 

 

②問題解決のために行う勧告表現 

recommends…～することを勧める、奨励する 

invites…～するように勧める、依頼する 

requests…～を頼む、懇願する、要請する 

calls upon…～してくれと頼む、訴える、求める 

urges…～するように強く迫る、強く奨励を主張する 

 

③ある政策や行動への支持 

expresses its appreciation…正しい評価をする 

endorses…～を是認する、支持する、ほめる 

approves…～に賛成する、是認する、承認する 

confirms…～の間違いのないことをはっきりさせる、確かめる、承認する 

supports…～を支持する 

encourages…～するように励ます、奨励・促進する 

 

④ある政策や行動への非難 

regrets…～したことを残念に思う 

deplores…～を非難する、遺憾に思う 

condemns…～を責める、咎める、非難する 

 

⑤決定や安保理における強制権発動時に使用する表現 

calls upon…～してくれと頼む、訴える、求める 

demands…～を要求する 

authorizes…<人>に<～する>権威・権限を与える 

decides…～を決定する 

以上で今回のスタディプランは終了です。決議は書いてみることで、文言の内容や体裁

を身につけることができます。会議に向けて積極的に決議を作成してください。 

文責：JCGC 


